
 

 

第５回中部国際空港将来構想推進調整会議検討部会 議事録 
 

１ 日時 

令和３年 12 月８日（水）午後２時から午後３時 10 分まで 

２ 場所 

  名古屋商工会議所 ５階 会議室Ｄ 

３ 出席者 

秀島 栄三  名古屋工業大学教授 

中野 牧子  名古屋大学准教授 

森  哲也  愛知県都市・交通局長 

湯澤 将憲  岐阜県都市公園整備局長（Web 参加（後半）） 

水野 昭人  岐阜県都市公園整備局副局長（Web 参加（前半）） 

尾上 貴浩  三重県地域連携部交通政策課主幹 

河田 誠一  名古屋市総務局企画調整監 

内田 吉彦  名古屋商工会議所専務理事 

小川 正樹  一般社団法人中部経済連合会専務理事 

櫻井 俊樹  中部国際空港株式会社代表取締役副社長 

各務 正人  中部国際空港株式会社特別顧問 

  ＜オブザーバー＞ 

塩田 昌弘  国土交通省大阪航空局空港部長（Web 参加） 

駒井 繁利  国土交通省大阪航空局中部空港事務所長 

４ 主な議事 

  名古屋商工会議所・中部経済連合会から、中部国際空港の需要喚起に資する地元経済

界の取組について説明があり、意見交換を行った。 

また、８月 30 日開催の検討部会で共有された課題については、空港会社において検

討された対応案（「空港の現況と第二滑走路の必要性について」）を、事務局が構成員

（会議の欠席者含む）へ持ち回って説明し、全員の賛同を得た。 

５ 主な発言 

・地元経済界の取組については、中部国際空港に拠点を置く航空会社を誘致することを

一つの目標として掲げてはどうか。 

・港湾の場合、荷主がどの港を選ぶかは必ずしも時間が短いとか安いということだけ 

でなく商習慣、間に入る商社あるいは本社が決めるという面もある。空港のどのよう 

な魅力を誰に訴えるかを考える必要があると思う。 

・（ビジネス旅客の利用については、）今の日本の旅客量に対応する意味では、一部の空

港に集中した方が効率的という部分もあり、欧米便が充実している東京国際空港（羽

田）あるいは成田国際空港にとられている。貨物を含め需要を増やしつつ、いかに中

部国際空港の需要量をＰＲしていくことができるのかがポイントと考えている。 



 

 

・（今後のビジネス需要については、）コロナ禍でテレワークが増加したことで、出張の

減少が続く一方で、国際取引はどんどん増えていく傾向にあり、総合的には伸びてい

くと思っている。 

・アウトバウンドだけでなく、インバウンドをしっかりと取り込んでいくことが必要で

ある。従来のように、中国から団体旅行で大勢来てくれるのがどこまで続くかという

一方で、欧米からは個人旅行もどんどん増えてくる。量と質を確保した戦略で、海外

へ向けたインバウンドＰＲをしっかりやっていきたいと思っている。 

・この地域はモノづくりの企業が非常に多く、機械モノを先方に送って、こちらからス

タッフが行って、きちっと稼働するまで面倒を見ないとなかなか難しいところがあ

る。そうした需要は、製造業が多い地域ということから、ある程度はこれまでもあっ

て、今後も伸びていくものだと思う。 

・中部圏はモノづくりの地域であるので、貨物の潜在的な需要が多く、それを目的に航

空会社が就航してくる。完全 24 時間化することで、貨物、ＬＣＣを含めて、需要回

復時には大きな起爆剤となっていくのではないか。 

・成田国際空港など一部の空港に集中している状況は、効率的かもしれないが、自然災

害などの有事の際に、そこが使えなくなってしまうと大混乱に陥ってしまうので、そ

のような観点から、もっと分散させて、中部国際空港も利用するという視点を企業に

持ってもらうのが良いのではないか。 

・旅客にしても貨物にしても、なぜ減っていっているのか、フライトがないからなの

か、あっても時間が不便なのか、使い勝手が悪いとか色々とあると思うが、その理由

を調査した上で対策を立てていくことが重要と思う。 

・フライ・セントレアをより進めるため、フライ・セントレア・パートナーズの活動を

通し、企業のニーズを掴み、もう少し体系立てた、マーケティングのような形でしっ

かりやっていきたい。 

・自然災害については、例えば、東日本大震災の際も、空港は鉄路や道路よりも早く復

旧して、東北の物資輸送の拠点として役割を果たすなど、ポテンシャルを秘めてい

る。 

・旅客も荷物もスピードが重要なので、行きたい時に行きたい所へなるべくスムーズに

行ける利便性が非常に重視されていると思う。成田国際空港も、リニア中央新幹線が

開業する翌年度の 2028 年度に第三滑走路ができあがり、首都圏として１～２割弱程

度のキャパシティが増えるとされている。中部国際空港で何もしないままだと、更に

首都圏に旅客や荷物を吸い取られる懸念がある。ＰＲしながら利用客を呼び込むとい

うことも重要であるが、空港の面からすると、やはり利便性が高く、使い勝手が良い

ものとして、完全 24 時間化は必要であると思う。 

 

 

以上 


